








目的 

未熟児網膜症瘢痕期の最も重篤な合併症である網膜剥離は,1954年にReeseと Stepanikに

よって始めて報告された。我が国でも全身管理法の改革によって生命を救われたが未熟児

網膜症を発症した低出生体重児が,次第にこの晩発性合併症を起す年令に達してきた。我々

は,瘢痕期未熟児網膜症に,網膜剥離の前段階となり得る網膜孔または網膜剥離を合併した

症例を経験し,治療を行ったので,これらを統計的に検討し,網膜孔の成因についても考察

を加えた。 


